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すっきりしない 

天気が 

続きますね（汗） 

 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

①学力格差と経済格差の関係について 

～学力向上の前に、学習意識の定着を～ 
Ｑ．就学援助の認定児童数や生徒数の実態は？ 

就学援助は、子どもを小中学校に通学させている

保護者で前年分の所得が認定基準以下の方が 

受けられ、概ね生活保護基準の１．２倍以下の 

所得の方が対象となります。現在、就学援助を 

受けている児童、生徒はどれくらいいるのか？  

また、認定率は地域や学校ごとにかなりの差が 

あるのではないか？ 
 

Ｑ．家庭の経済格差と学力格差の相関関係は？ 

就学援助の認定率に学校間で大差があることに

加え、学校間で学力学習状況調査の結果に   

大差が生じているのではないか？それらに相関 

関係はないのか？それぞれのデータ分析が必要 

ではないか？ 
 

Ｑ．学習意識の定着に重点的施策が必要では？ 

学力向上の前に、学習意識や意欲を定着する 

必要がある児童・生徒がいるのではないか？  

そういった児童・生徒に対する人的支援を含めた

予算措置、事業展開が必要ではないか？ 

②学校給食調理員のあり方について 

～業務内容や顔の見える取組みを～ 

Ｑ．夏季休業中の学校給食調理員の業務は？ 

正職員の調理員は約５０名いるが、夏季休業中

などは調理業務がなく、その間、どのような   

業務をしているのか？ 
 

Ｑ．児童に顔の見える取組みをしてはどうか？ 

普段から児童は、調理員の顔や調理現場を見る

機会が少なく、夏季休業中などに、給食センター

に児童や保護者を招いて調理会をしたり、学校

行事に出向いて、料理教室を開催するなど、  

調理員と児童の接点を増やしてはどうか？ 
 

③学校給食の食事時間について 

～食事時間と食べ残しの関係に注目～ 

Ｑ．副食が２品から３品に増えた影響は？ 

今年度から学校給食の品数が１品増えたが、 

今まで以上に給食時間が足りず、食べきれない

児童が増えているのではないか？授業の片付け

や教室の移動、給食の準備などを除くと、給食 

時間が１０分、１５分といったこともあるようだが、 

給食時間の延長を含めた検討が必要では？ 

皆さまのご意見・ご感想をお聞かせ下さい。 

メールアドレス：young_spiritjp@yahoo.co.jp 

これから始まる９月定例会で、議論しようと考えて

いるテーマの概要を事前に公開しています。 

市 民 の 皆 さ ん の ご 意 見 を お 聞 か せ 下 さ い 。     

関心のあるテーマがあれば、お教え下さい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発行元 前向きひろば ～Positive Square～ 
 

〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：06-6854-5664  
平日（土・祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 
http://www.geocities.jp/positive_square/ 
Facebook 活用しています！！ 
「つながり日記」毎日 HP で更新中！！ 

※ご希望の方には通信を無料でお届けします。お気軽にご連絡ください。 

～公共施設更新問題に対する取組み～ 

『「やる」か「やらないか」の違い』 
＜神奈川県秦野市＞ 

学校、市庁舎、公民館、図書館などの市有施設、

道路や上下水道などのインフラ施設の更新問題は

喫緊の課題であり、先進的な取組みを学びました。 
 

（早急にすべき対策） 

①データの収集 

各施設の老朽化の状況、更新時期、更新にかかる

費用、更新した場合のその後の維持管理費、 

現在の活用状況、今後の人口推計、税収推計  

など様々なデータの収集が不可欠です。 

②優先順位付け 

収集したデータをもとに、優先順位付けを厳格に  

していかなければなりません。 
 

（神原の見解） 
秦野市の話では、豊中市の場合、人口規模や  

人口密度などから判断すると、かなりハコモノが 

多い状況にあることが分かりました。 

福祉施設や生涯施設も大切ですし、今以上を求め

たり、現状維持を求める気持ちも分かりますが、 

現在の市民は、子や孫の世代に大きな負担を押し

付けないために、今私たちができることを考え、   

実際に行動しなければならないと思います。 
 

先進自治体とそうでない自治体の違いは、それを

『やる』か『やらない』か、それだけの違いです！！ 

 

～道路通報アプリの導入～ 

『生活環境の向上と経費削減の一石二鳥』 
＜神奈川県相模原市＞ 

（実際の活用方法） 

①市民などがアプリを利用して道路等の破損や   

カーブミラー等の劣化などの写真や位置情報を   

付与し、メールで通報 
 

② 通 報 さ れ た メ ー ル は 担 当 課 が メ ー ル 内 容 を    

確認の上、道路情報管理システムに入力 
 

③ 各 土 木 事 務 所 の 担 当 者 が 道 路 情 報 管 理      

システムに入力された内容を確認し対応 
 

（導入のメリット） 

①市民からの道路等の破損箇所の通報を従来の 

電話や来庁などによる手段だけでなく、スマートフォン

からも行えるようになり利便性が向上 
 

②道路等の破損箇所等の迅速かつ的確な把握、 

管理瑕疵による事故等の未然防止が可能に 
 

（神原の見解） 

市の職員による巡回、パトロールだけで全ての   

道路等の危険箇所の発見は困難です。市民の    

気づきや声に即座に対応できたり、電話等による 

通報よりも、的確に状況や位置を把握することが  

可能になるはずです。更に公園の遊具の破損や  

放置自転車、不法投棄、災害発生時の状況把握や

情報収集にも応用が可能になるはずで、豊中市でも

導入を検討すべきです！！ 

 

豊中市議会 9 月定例会の予定 

   ◆本会議（初日） ９月２日（水） 午後１時から 

   ◆各常任委員会 午前１０時から 

      ９月８日（火）～１１日（金） １４日（月） 

   ◆本会議（個人質問） 午前１０時から 

      ９月２５日（金）、 ２８日（月）、 ２９日（火）  

 ※変更する場合もございますので、議会事務局まで 

   ご確認下さい。（議会事務局議事課：℡：06-6858-2633) 

インターネット中継配信中！！ 

神原の個人質問は２９日の予定 

ぜひ、ご視聴下さい！！ 

http://blog.zaq.ne.jp/toyonaka_shigikai


